










































2.情報探索行動 。SOC o PTGI・GHQ-12の関連 について
3.藤里・小玉も研究 との比較
















成長感 と精神健康度 の関係 につ いて
汎抵抗資源(企業)とSOCの関係 につ いて




み続けているという報告が存在する。た とえば北見 ら(2009)では、就職活動 中の大学生が
就職活動を経験 していない学生よ りもス トレスを感 じてお り、精神的 。身体的な健康の悪
化 という症状を呈 しているという報告を行った。また、平成 25年版 自殺対策 白書 によれば、
就職活動に限定はしていないが、20歳代の自殺原因のうち、「経済 。生活問題」のうち「就
職失敗」が、「学校問題」のうち 「その他進路に関する悩み」が増加 していた。就職不安 に
は、ス トレスや抑 うつ と正の相関を持つ こと(藤井,1999)が調査 されてきた。
情報探索行動と就職活動生
就職活動 という進路選択に関しての研究アプローチのひとつに情報探索行動に焦点を当
てた研究が存在する。下村 。堀(2004)の研究は、就職活動生が どのような情報源か らどの
ような情報を収集 しているか という点に着 目したものである。結果 として特定の情報源か
ら特定の内容 を入手する傾向があることが示唆された。この研究で抽出された情報源では、
主に以下のような情報が提供 される。「就活ガイダンス」では、働 くとは何か といった意義
やや りがいに関する情報や、業界分析などの講義を通 して 自己が価値を置 く要素の明確化
を促進する情報が、「企業」か らは就職後の自己の生活の見通 しを立てさせる情報が、「OB・
OG」か らは、ともに働 く人たちの性格的特長や集団としての志向性、つ らかった仕事など、
所属するか らこそ知 りうる情報が、「友人」か らは適性や互いの状況 。励ましについての情
報が、提供されている。その後、矢崎 ら(2007)によって上記の情報源 と情報内容の結びつ
いた情報探索行動の頻度を測定可能 とする尺度化の試みがなされた。その数年後、就職活
動生が情報探索行動によ りどのような影響を受けるかに関 しての検討 も行われた。
矢崎 。斎藤(2014)は、情報探索行動および入社前研修が内定獲得後 の就職不安 に与える
影響 について検証 した。結果は内定前に就活方法についての情報収集 を積極的に行 つた者
が行わなかった者よ り、就職不安が低いことが示された。また、OB・OGから積極的に就
業経験・体験 を聴取 していた者たちの中で、内定者懇親会や入社前研修 に参加 した者 と参
加 しなかったものに対 して就職活動不安 を低減 させるという効果が確認された。
就職活動生への成長感 に関する研究
文部科学省(2011)や浦上(1996)にて述べ られているようにキャ リア開発 。発達 という観点
か ら、内定を獲得するための指導だけではな く、働 くことを通 して人や社会にかかわるこ
とで、自分 らしい生き方を自己決定できるよう支援 してい くことが重要 とされている。キ
ャリア形成 。開発 という観点か らの新 しい着眼点として、就職活動生たちの語 りか ら「成
長感」 というキーワー ドに注 目が集 まった。
浦上(1996)では、当時の就職活動支援で重視 されていた内定 を取るためだけの就職指導
の限界について論 じ、それまで用い られていた進路選択に対する自己効力感 という概念は、
職業決定までの過程に注 目しているもので、キャリアの開発・発達 という観点には適 して
いないと考えた。内定獲得後 にも個 の資源 とな りうる新たな視点 として 「成長感」を提示
し、従来の研究で使用 されていた自己効力感が成長感に影響を与えるか検討を行 つた。結
果は、「自己効力感」は直接的に「成長感」へ正の影響を、「自己 と職業の理解・統合行動」




藤里・ 小玉(2011)では、成長感 に対 して影響 をあたえる要因とし首尾一
従来 と異なる就職活動 の過程を検証 した。内定獲得のためだけの就職活動
視点でなく、内定獲得後にも成長や発達 に寄与する要因として 「首尾一貫
感」を採用 し研究を行 つた。就職活動への影響 として無視できないセ ミナ
の有無などの変数をふまえ、図 2のような結果 を得た。






















ている。 このポジティブ心理学 と関連 し注 目されているキーワー ドに「首尾一貫感覚(穴井
ら,2006)」や「成長感(尾崎,2013)」などがある。
山崎 ら(2008)による と首尾一貫感覚(SensC Of COhcrcnce,SOCと略す)は、以下のように詳
細が述べ られていた。1987年にアン トノフスキーによって提唱された健康生成論の中核 を
なす概念である。健康生成論では、健康 の回復・保持・向上のための要因とは何かを探求
する必要性が述べ られた。健康を阻害するリスクファクターの軽減 。除去 を行 うという従
来の疾病生成論的な思考の重要性を考慮 しなが らも、相互補完的な発展 こそが重要である
と述べた。健康 自体の捉え方も、疾患を持つか持たないか という二元論的な観点ではなく












健康 を導 く要因をサ リュタリーファクター、疾病を導 く要因にリスクファクターが存在す





とで、あまね くス トレッサーの回避,あるいは処理に有用であるもの と定義されている。











把握可能感・処理可能感 。有意味感 という要素か らなる。「自分の置かれている状況につい
て見通 しを持って理解できるという"把握可能感"、 ス トレッサーに対 してさまざまな資源










とんどであ り、以下の 2点が これか らの 日本における課題 として指摘 されていた。まず一
つ 目は、SOCの形成や発達 を促す要因は何かを探る研究である。二つ 目の課題は SOCと
抑うつ・ス トレス・精神的健康度 との因果関係の検証である。二つ 目の課題は、SOCの概
念を用いた臨床心理学的な介入プログラムの開発に先駆けて行われるべきである と述べ ら
れた(山崎 ら,2008)。
研究の数はまだまだ僅少であるが、今林(2014)では、一つ 目の課題 に関 しての検証が行
われた。大学生対象に SOCを規定する要因として、ソーシャルサポー ト・充実感および 自
己実現態度を独立変数 とする研究が行われた。結果、SOCに対 して、友人・知人か らのサ
ポー トによって影響を受けることが示唆された。
また浅野(2011)では、先に述べた二つの課題 の両方に取 り組む検証がなされた。恋愛関
係にあるカ ップルを対象 とする調査研究であつた。男女それぞれの SOCが精神的健康度 に
与える影響 と、SOCを規定する要因(知覚 されるサポー トと親密度)の検討を行 つた。結果
としては知覚されたサポー トと親密度は共 に SOCに正の影響を与えることが示唆された。
また SOCは精神健康度 に対 して、負の影響を与えることが示唆された。
丸山・衛藤(2010)では身体障がい者に対 しての SOCと精神的健康調査票 日本語版 28項
目(The Gencral Hcalth QueSt10nnalre;以下、GHQ…28と省略 した)、 自己効力感、主観的健康
度の研究を行 った。結果、SOCからGHQ…28の下位因子であるうつ傾向への負の影響が示
された。
このように徐々に研究の数や レパー トリーは増加 しているものの、いまだ因果関係へ研
究を発展させているものはわずかである。
成長感 (心的外傷後の成長 )
ネガティブなス トレスイベン トを体験 したにも関わ らず、ポジティブな自己変容が生 じ
ることに着 目し、自己変容をもた らす要因として、「ス トレスに起因する成長(StreSS Relatcd
Growth)」や 「心的外傷後の成長(Posttraumatlc Glowth)」を指摘 している(奥野,20H)。これ
らの研究領域 としては、いまだに多 くが死別・災害 。虐待など極度 に強いス トレスが生 じ
るとされているイベン トを対象としているものが多い。
菅野 。大和田(2007)では、死別体験 に着 目し、遺族の人間的成長 と精神的健康 の関連 を
調査 した。結果は成長感の総得点 と精神的健康度(GHQ‐28)の総得点には強い負の相関が確
認されていた。GHQ…28の下位因子である 「うつ傾向」 と成長感 に強い負の相関関係が確
認されていた。
研究のフィール ドは、その後拡大されてお り、看護職・対人援助職 に関しての報告も増
加傾向にある。奥野(2013)は看護職 に従事 している労働者 を対象に、ス トレス と成長感 の
関連を検討する 1年間の縦断研究 を行った。結果は、仕事上のス トレス増加量 と自己成長




就職活動生たちが抱えるス トレス・不安・精神的健康度 に関しての検討は少ないなが ら
存在 してお り、キャリアの形成 。発達 という観点か ら研究 されていることが先行研究か ら




本研究では、就職活動生が抱える問題 に対 し、成長後のキャリア発達・形成に影響 しう
る要因として、SOC・成長感 に着 日し、与える影響 について検討することを目的とした。
また新規学卒の就職活動 という特定の場面において、SOCを規定する要因とは何かを検
討することも目的とした。SOCの形成 。発達 においては GRRsの存在が指摘されている。
下村 。堀(2004)によって示唆された特定の情報源か ら提供される情報的サポー トが SOCに
影響を与えるか という点も検討の内容 として加えることとした。





供する OB・OGの存在や 自己の適性について助言を得た り、励ました りを行 う友人が関連
する。
本研究における仮説 1仮説を図 3に示 した )
仮説 1 藤里 。小玉(2011)を参考にSOCからGHQに対 して、処理可能感 。有意味感は直接
的な正の影響を与える。把握可能感か らは直接的には負の影響を、内定の結果 を介 しては、
正の影響を与える。
仮説 2恋愛場面(浅野,20H)や身体障がい者への調査(丸山 。衛藤,2010)での結果か ら、首尾
一貫感覚を強 く持つほど、GHQのスコアが低下する。





























調査対象者 就職活動 中の大学生 。大学院生 314名を対象 とした。男性 166名(529%)。女
性 148名(471%)が協力した。
調査 時期 2014年7月下旬～9月上旬 に実施 した。
使用尺度
1情報探索行動尺度 矢崎 ら(2007)によって作成された 4因子の全 77項目の尺度 を使用
した。回答方式は 「5とてもお こなった」か ら「1まったく行わなかった」までの 5件
法であった。因子は「企業(企業 )」、「就活方法(就活ガイダンス)」、「経験 。体験(OB・OG)」、
「自己関連(友人 )」 と命名された。今回は回答のコス トを抑えるために因子負荷量の上
位 5項目を使用 し、合計 20項目を使用 した。
2首尾一貫感覚 13項目尺度 日本語版(以下、SOC‐13と省略 した)Antonovsky(1987,山
崎 。吉井訳,2001)に作成された首尾一貫感覚 を測定するための尺度 を使用 した。3因子全
13項目の尺度であった。回答方法は、質問項 目によって異なるが 7件法の回答方式であ
つた。因子は、「把握可能感」、「処理可能感」、「有意味感」であった。
3日本語版外傷体験後成長尺度(Posttraumatlc Growth lnventory,以下、PTGIと省略 した)
Taku,C alhoun,Tedeschl,Gll‐1lvans,Kllmer,&Cann(2007)によって 日本版が開発された尺度を
使用 した。4因子全 21項目の尺度であった。就職活動の成長感 としてはそ ぐわないと考
え られる宗教性の強い2項目を削除し合計 19項目を使用 した。4因子は「他者 との関係」、
「新たな可能性」、「人間としての強さ」、「精神性的変容および人生に対する感謝」であ
つた。藤里・ 小玉(2011)では、田回ら(2005)によ り作成された PTGIが使用されていた。
しか し、田回版 PTGIは原著者か ら同意を得ずに邦訳 していたため、その後、原著者か
ら邦訳許可を受諾 した宅版 PTGIを使用することとした。
4精神健康度尺度(精神的健康調査票 日本語版 12項目,以下、GHQ…12と省略 した)中
川 。大坊(1985)によって邦訳された質問紙 の短縮版を使用 した。回答方法は,「0できた」
か ら「3全くできなかった」の 4件法であった。精神的健康が不健康であるほど、高得点
となるよう開発されていた。採点では、GHQ採点法 0-0‐1-1点を用いた。総得点は 0～
12点での推移 となる。中川 。大杉によれば精神的健康 と不健康 に関する区分点は 3～4
点間であった。
5フェースシー ト ①就職活動の開始時期、②内定の有無、③性別 を聴取 した。
手続 き 就職活動イベン トヘ参加 した学生ヘイベン ト会場入 口にて質問紙(無記名・個別 自
記入式)の配布を行い、終了後 に回答 の有無にかかわ らず質問紙 の回収を行 つた。関西圏お
よび名古屋 。東京で実施 した。回収率は 783%であった。
解析方法
情報探索行動尺度・SOC-13・PTGl 構造方程式モデ リングにてモデルの検討を行 う前に、
質問紙 の因子構造が再現されるかの検証を行 つた。使用 したソフ トは、SPSS Ver 21で
あつた。分析方法は、各質問紙で報告されている因子数に固定 し、因子分析 (最尤法・プ
ロマ ックス回転)を行 った。質問項 目の削除に関 しては、因子負荷量が 4未満の値を示
す項 目、複数の因子 に 4以上の値 を持つ項 目は削除することとし処理を行 つた。前述の









2)。 それぞれの因子 について、得 られる情報源の観点か ら、因子 1・ 就活ガイダ ンス、
因子 2.企業、因子 3 0B・OG、因子 4 友人として因子名 を付けることとした。本研
究では、 どの情報源か ら提供された内容に影響を受けるか という情報源を重視 していた
こともあ り、上記での命名を採用 した。
SOC-13 解析方法に従 い、11項目 3因子でおおむね因子構造が再現 された(表 3)。 因子
名は、因子 1・有意味感、因子 2.把握可能感、因子 3・処理可能感 を採用 した。
PTGl 解析方法に従い、12項目 2因子でおおむね 因子構造が再現 された(表4)。 田口版
PTGIを参考 に、因子名は、因子 1 自己の能力価値への気づき、因子 2.自他 の絆の再
発見を採用することとした。
就職活動時期 2014年5月か らは じめたものが最多であった。
内定の有無 内定を得ているものが 81名、全体の258%存在 していることが分か った。
表1,使用した尺度の平均 0標準偏差・各尺度および因子の相関関係
太字は異なる尺度間、あるいは異なる尺度の因子間で有意差の確認されたものを示している。
Mean SD 情報 企業 就活 OB・友人 SOC― 有意 把握 処理 PTGI














































































































































































788    123
788   -016
772   -109
487    017
-111  1018
001     729
255     718
-064    074
052   -085
048   -056
-137     232
-069   -070
380   -124
-015    026
-026   -054
- 39   -032
54   -034
4     053
-075   -030
019   010
1 57   -137
675    053
529    329
-173    849
164    796










281     435


































183     293
938    -221
909    -283
815    -044
422    -053
378     011     606
































































記 2点の理由か ら、本実験では内定を統制変数 として交え、分析を行った。使用 したソフ
トはAMOS Ver21であった。有意でないパスのすべてを削除し、最終的に図4を得た。
このモデルの適合度は、x2=33061(df=101)、GFI=892、AGFI=854、RMSEA=08であ り、
あてはま りが良い とは言いがたい結果 となった。各因子の就活ガイダ ンス、OB・OG、友
人、処理可能感、 自己の能力価値への気づき、に関しては有意な差のあるパスが確認され
なかったが、仮説 との相違点を明確 にするため、図 4ではそれぞれの使用尺度の全因子 を
















藤里・小玉(2011)によって得 られた結果が再現 されるかについての追加の検証 を行 った。
しか し、使用 した尺度 と同一の尺度 。質問項 目が本研究では再現できていない。フェース
シー ト内での質問項 目は、「セ ミナー参加数」および 「面接 。試験数」に関して、また使用
尺度は、進路選択 。就職活動負担感、就職活動焦燥感 をアウ トカム変数 として使用 してい
たが、 こち らも本研究では使用 していない。代わ りとして精神的健康度の尺度 を用いたた
め、成長感 と同じ次元 にてアウ トカム変数 として用いることとした。1度目の処理で自他
の絆の再発見に仮定 していた誤差が負の値 となる現象が生 じた。そのため、誤差 の分散を








分析を行 う過程が抑制的に機能 したのではないかと考え られる。就職活動中には HPや業
界研究会・情報交換サイ トなどで、各企業や業界が必要 とする人物像や技術・性格などの
情報収集 を頻回に行 う。同時に自己に対 して適性や価値観などを企業側 とす り合わせると
いう過程が発生する。 この過程は 自己の将来の働 く像を想像 しやす くし、職業 リアリティ
を高める一方、そ こで出会 う友人や見知 らぬ就職活動生たちとの能力や性格・情報量の差
に焦 りを感 じることがある。また、同じように就職活動を経験 している者でも内定を得て
いる、最終面接に進んでいるなど、 自分 と比較 し、先に進んでいるものに対 しての劣等感
や競争心(友人・知人よ りいい企業 に採用 されたいな ど)を持つ こともある。 このような理
由によって、抑制されていくのではないかと考えられた。藤里 。小玉(2011)でも、「同 じ就
職先を希望 し、内定を奪い合 うライバルたちの存在 を把握することによって、他者を自分
のマイナスの要素であると捉える可能性 もある」 と、就職活動生が抱える複雑な心性を評
していた。
SOCと精神健康度の関係 について (仮説 2)
首尾一貫感覚 と精神健康度(GHQ-12)における因果関係は確認されなかった。本邦におい
ては、看護職 を中心 とした対人援助職での調査がなされ、首尾一貫感覚 と GHQに正の相
関関係が認め られる(小林 。乗越,2005)と示唆されているものの、因果関係へ と研究 を発展
させた報告はいまだ数が少ない状況 にある。自石 ら(2011)では、大学生に対 して SOCと精
神健康度 に関 しての調査を行 った。結果は、SOCの各因子 を独立変数 として、GHQに対す
る負 の影響が確認されていた。 しか し、焦点を当てた就職活動生は北見 ら(2009)で示 され
たように、就活 を経験 した者 と進学などの理 由で就活 を経験 していない者たちの間には精
神的健康度において有意な差があることが報告されている。そのため大学生の恋愛関係 を
対象にSOCとGHQの関係を検討 した浅野(2011)や白石(2011)のように、SOCからGHQヘ




成長感 と精神健康度の関係 について (仮説 3)
成長感尺度における 「自他の絆の再発見」か らGHQに対 してのパス係数(-06)が伸び、
低いなが らも負の影響が確認された。 これは、成長感を得ることによって GHQのスコア
が下がることを意味し、よ り健康的に変容するということである。 このような影響がある
理由としては、他者へ配慮できているという意識 と実際の円滑な対人関係が要因ではない
かと考えた。就職活動 という不安やス トレスを抱えた状況であつて も、就職活動生たちは、
新 しい人間関係を構築 した り、それまでの生活で得ることのできた人間関係を大切にした
り、試行錯誤 しなが ら目標に向かつて頑張っている。就職活動のために他人をないが しろ
にしていないという意識 と、その意識か らもた らされるマナーや礼儀のある行動 によ り円
滑な関係が構築・維持 される。 とりわけ初対面の相手 と一時的なものとは言え、人間関係
を構築 し、協力しなければな らない場面に多 く直面する。また、そ こでの評価は最悪の場
合、不採用 というフィー ドバ ックとして明確 に現れることもある。 こうした失敗や成功の
繰 り返 しを経験することで、人間関係を構築するポイ ン トをつかんでいく。 このような他
者に配慮する姿勢 とうまくできているという意識、そ して実際の円滑な人間関係 によって、
精神的な健康が影響されるのではないか と考えた。
汎抵抗資源 1企業)とSOCの関係 について (仮説 4)
本調査において、就職活動生は企業が提示する福利厚生・休 日・給与などの情報 を元に、
有意味感・把握可能感の志向性を形成 。発達 させることが示唆された。
近年の企業の採用活動 において、入社後 のミスマ ッチによる離職 を防ぐため、HPや会社
説明会で配布される書類の内容は、各企業が 自社で働 くとはどういうことか という理念的
な内容か ら、よ り現実的に 1日のタイムスケジュールや会社内の風景など工夫が こらされ
ている。社員イ ンタビューの掲載・先輩たちの趣味、休 日の過 ごし方などプライベー トな
内容を、HPに掲載する場合 も少な くない。このように多岐にわたる情報 を入手できるよう
になったことで、その会社で働きなが ら生活 していく見通 しをたてることができ、把握可
能感の向上につながる と考え られる。一方、有意味感 について、企業が影響する要因には、
キャリアに関する取組があると考えた。企業側が HPで視覚化 し工夫を凝 らしている内容
のひ とつには、キャリア教育(キャ リア形成)に関しての内容があり、多 くの企業が得 られ
る経験や資格、何年後 にはどのようなステ ップで部下を持ち、役職 に就 くかについての情
報を可能な限 り発信 している。 こうしたキャリアに関 しての情報を汲み取ることと、先の
職業的 リアリティの形成によって、 自己が大事 にする価値観 とのす りあわせや、 自己実現
への欲求が刺激され、有意味感が向上すると考えた。
藤里・小玉との相違点について
比較 として行 つた解析において、先行研究 との方法的な相違点は数点あったが、再現結
果では有意なパスが確認されなかった。また適合度 も不適な値であった。再現 されなかっ
た理由としては、使用 していた SOC尺度が藤里・小玉(2011)で使用 していた 29項目の短
縮版ではな く、13項目の短縮版であった ことが考え られた。このため、就職活動生たちの
SOCに関する潜在的な関係を、詳細には測 りきることができなかった可能性が指摘できる。
また、時代的な影響 も少なか らず受けていると考えた。藤里 。小玉(2011)では 2009年4月
か ら2010年の 2月にかけ、調査を行 つていた。 この 2010年度卒は、アメリカの リーマ ン
ショックか ら派生 した経済不振によ り、採用数の激減 。内定切 りなどが社会問題 として発
生 した時期であつた。 こうした、方法的側面 と時代的な背景の不一致によって、藤里・ 小
玉(2011)の再現 にいた らなかったと考え られた。
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性別               (   男  。  女   )
★就職活動について
①開始時期 ×就職活動についての情報を調べ始めた時期を記入してください
(    年     月)
②現在選考中の企業数 ×ES(履歴書)提出・面接・グループワー クなどの採用にかかわる選考に進んでいる企業数
(      社)
③現在までの選考に参加した企業数    (      社)










研究計画の段階か ら厚 くご指導賜 りま
ご指摘 くださりましたゼ ミ生・ コース
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